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 要  旨 
現在、プラズマディスプレイ(PDP)は発光効率が 2 lm/W 程度であり、大画面化、高精細化のた
めには、よりいっそうの向上が不可欠である。現在では、Xe 分圧を増加させることで効率向上す
ることがよく知られているが、原因については今まであまり調べられていなかった。そこで本研
究では、高 Xe 分圧下で高発光効率が得られる際の放電特性を調べ、それを元に高効率が得られ
る駆動条件やパネル構造を開発することを目的とする。 
第 1 章では本研究の背景および目的と PDP の概要、発光効率向上の方針について記述した。 
第 2 章では、本実験で用いたパネル、測定装置、および実験方法について記述した。 
第 3 章では放電特性解析結果について記述した。まず、Xe 分圧の違いによる赤外発光強度の比
較を行った。続いて、低 Xe 分圧(3.5%Xe)と高 Xe 分圧(50%Xe)の駆動電圧と効率の関係を比較し
た。低 Xe 分圧(3.5%Xe)では駆動電圧が低いほど発光効率が高く、電圧が上がるに従って効率が低
下した。最大発光効率は緑色で 2 lm/W となった。放電速度は、電圧が上がるに従って速くなった。
いっぽう高 Xe 分圧(50%Xe)では、駆動電圧が高いほど高発光効率が得られた。放電速度は低 Xe
分圧よりも速かった。最大発光効率は緑色で 6 lm/W となった。よって、高 Xe 分圧ではエネルギ
ーを高密度注入することで高発光効率が得られることがわかった。 
第 4 章では高 Xe 分圧で高効率放電が得られる条件の適用について記述した。3 章で述べた高密
度エネルギー注入を実現するために、放電電極間隔を狭くした狭サステインギャップパネルを作
製した。効率特性を調べた結果、高 Xe 分圧(60%Xe)では従来構造に比べて放電開始電圧が 40V 低
下し、駆動電圧が低いほど高発光効率が得られた。しかし、最大発光効率は従来構造と変わらな
かった。また、高サステインパルス周波数にすることで高密度エネルギー注入を実現できると考
えられる。しかし、高 Xe 分圧になると高サステインパルス周波数駆動が難しくなる。そこで、
走査、表示電極に印加するサステインパルスを非対称にし、効率特性を調べた。結果として、発
光効率は非対称サステインパルスの方が従来サステインパルスに比べて低くなった。 
第 5 章では、次世代のディスプレイとして開発が進められているスーパーハイビジョンディス
プレイのセルサイズでの輝度、効率特性を調べた結果、Xe 分圧が変わっても発光効率に変化がみ
られなかった。 
第 6 章では、実験結果についての結論を記述した。 
第 7 章では、今回の実験から得られた今後の課題について記述した。 
